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残金





２ １２２３３２５５ ００００００００ ５０５０００ ５ ４４１㈲７３３３ ６３８５５８０５ ７４９４０２２１ 加鮨別一別副釦加■●■● ２ａＬ ２１１２ 祁珀蝿一酪渦駆晦■●■ ■■のＵ２２ ４１１Ｉ 
支柱夫 ９ 中島 ２ 2９ 5０ 2５ 2５ 11 8５ ４ 5０ 1.35 3.50 ２ 5０ 
２ 9０ 1.40 1.50 ２ 5０ ３ 00 ２ 00 ３ 0０ ４ 2５ １ 5０ 
２ 7５ 
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１ ００００ ００５０ 卵釦一一●● ２１ １１１３ ００４０ ０５４０ ㈲１３ 弱縄髄釦 ’’㈹’１ ｜蝿硫釦■◆■ ２ 
j運搬犬 1６ 村田 ５ 2７ 8０ 2６ 5３ 1６ 4６ 10.50 １．４６ 2.50 2.00 ３ 
9７ １ 0５ ､9２ 2.00 １ 5０ 1.60 １ 00 ２ 0０ 1.27 ＬＯＯ 
2７ 
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齢 酒 煙草 茶菓糖 作案用品
被服費 交際費 医療費 雑費
先山
支柱夫
職下 ０１２３４５６７ ２２２２２２２２ ｆ田田林木田井口弁佗螺小人上金Ⅲ ７７５５３２３６ 加帥加鋤鴎禰卯朋■●□●■ＧＣ● ５６３９７０８３ ３３５３３６４４ ５９０５６８５５ ４０４８２０９１ ■■ぜ■⑪⑤勺●７５２４６２４０ ３３４３２５３３ ０８９６１３５９ ２１１１１２１１ ０５０００００３ －７６７９１８７ ２１３０ １１１１ ６ ００３ １１１ 卸㈹釦釦帥釦釦釦 ３２２１１２１２ ０５０００００８ ０３１７５１５４ ２２２２１６２１ ００００００００ ０００５５０ ２ 卯伽加加仙釦帥弱●巴■●■？●■２３２２２４１２ ５３５５２９５２ ５４０５６００６ ００５３４４２６ 加一叩朽一例叩一
２ 
３２６２ 鵬鼬｜印組一Ⅲ焔１ ●● ●■ １１ ００００００００ ０５５００４２５ ■■■■■ＰＣＢ ２２２２２３２１ ０００００８５６ ８３０５４５４６ 白■■■■■●ｅ６７０６７８５２ １ １２２１１５３１ 釦脚伽釦卯加卵加 １１１１１３２１ 沁町加伽Ⅲ的加釦 叩鋤川副一一一一ＬＬＬＬ １１２２２３３３ 鋤印即釦肌Ⅲ㈹釦 ｌ Ｈ １０４１８３２ １ １ １１ ５１０５９７５３ ８７８５６６９９ ｜釦卵伽叩加印副の■●●、古●１２２２３２２ ｜皿釦弱的碗絹鍋■■□■●●■ ８２９５ｕ油
後山
運搬犬
雑夫 ８９０１２３４ ２２３３３３３ 山鳥本上部村川小右藤川阿奥佐 ５４２６３２４ ７８９６０３ｆ ３２２５３３２ ０００２０００ ４４４３５５９ ３２６５７６２ ３２２４２２２ ９８０６９５４ ５６１５３４５ ７３３７２１２ １１１２１１１ 凋諏川的汕仙即 ９８５１ ２ ６５Ｉ 如皿、的帥仙卯 １１ ３１１１ ５７０９０００ ．Ｊ３３１２５４ ３１３１２２２ ０００００００ Ｊ３０膏３５５０ ⑪色のどｍＳＪｎ超１８ｎＪ。■色 ０００００００ ５７５０５０５ ６３３８５３２ 犯沁汕艶醐閲四 鳩側釦泌、｜｜■□｜■●の３１ ４２ １ 師妬釦戯曲扣閃 ２１２２２２１ ０００００５０ ０５０８５９５ 馳鑪釦釦釦釦略・●曰■□■●■２２３２２４２ Ⅲ｜如加㈹加卯■己■●■
２ 
２２２３１ １１１１２１１ 扣川弛町脚釦肌 ’一脚鋼釦釦一ＱＣ■① １２１ ４２２１２２３ ０００００００ ●』１Ｊ２０４０ ３８３０ １ ３７４ １００６１５６ ３－３７１０３ ２１１２１１１ ０００００００ ０５５８５５３ １６１７１５３ １００６１５６ ８６８９６５０ 
先１１１




６ ０５０５ ５８２４ ３４４２ ００００ ０２００ ２２３２ ００００ ００００ ｜則一一 ２５６ 伽加加卸 1２ ７ 1０ ４ 認胡沌明 ３２３２ ００００ ０５５５ ３０８８ ５８２３ ●■■● ９４７２ 
後山 3９ 中村 ６ 4７ 7０ 3５ 4０ 1７ 7０ 1０ 5０  7 ２ 00 ２ 5０ ４ 7０ 
1.40 8０ ２ 5０  5０ ２ 0０ 】 0  2.50 ３ 0０ 1２ 3  ２ 5０ 9.80 
注：三上徳三郎『炭抗夫の生活』よりＩＦ奴









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４銭５厘 歩金は就業率百分の１以’８銭５厘 5銭５厘 上0.1厘の割合を以て支
給し車夫撰炭夫の歩金は
坑夫に準じて給与す
５銭５厘
６銭５厘85％ 
６銭５厘90％ 
７銭５厘95％ 
100％ ７銭５厘
注『日稼哀話１２０１頁より
一般の夫頭が後者であるように思われる。
二
類
夫
は
組
頭
の
下
に
統
括
さ
れ
る
が
、
吉
田
に
よ
れ
ば
、
車
夫
と
雑
夫
か
ら
な
る
納
屋
付
の
鉱
夫
で
あ
り
、
飯
場
制
度
の
下
に
あ
る
。
二
類
夫
は
、
一
坑
に
九
七
人
、
竪
坑
に
四
二
人
し
か
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
組
頭
が
い
た
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う。一類夫を統括する頭役は、足尾銅山では「飯場頭」とも呼ばれてい
る
が
、
吉
田
は
、
そ
の
点
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
記
述
の
一
二
ア
ソ
ス
か
ら
す
る
と
頭
役
と
組
頭
が
、
飯
場
を
組
織
し
、
飯
場
頭
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
た
く
し
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
頭
制
と
頭
役
制
は
、
好
間炭砿における飯場制度の二つの類型であったと考えられる。
吉田によれば、「一類夫は主として請負（ワシ．〈力）に従事し、二類夫
（巧）
は
常
に
雑
用
（
ホ
ン
パ
ン
）
坑
夫
で
あ
る
」
と
し
、
飯
場
頭
の
収
入
を
あ
げ
て
い
る。すなわち飯場頭に対して一「會社は其の所属夫夫百人以上の者に対し
毎月五十回を二回に分給するの外、百人迄は一一一十園、百人迄は一一一十回、
百
人
以
上
一
人
を
超
過
す
る
毎
に
一
人
当
り
一
ヵ
月
金
六
十
銭
の
入
坑
奨
励
金
を
与
へ、また坑夫の就業率に応じ（公傷共済を受けたる者、若しくは患者を
（⑬） 
除く）左記歩合金を支給して手数料（マタマ割）に代塵えて居る」。この
「歩金」の支払方法は第一四表の通りである。
吉
田
の
記
述
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
次
の
事
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
所
属
244 
第３図 夫頭についてと違って、吉田は頭役、組頭の機能を明記していないが、一般に、鉱夫の募集、作業の指揮、取締、
更に飯場経営を行ったものと推測される。吉田の鉱夫数の内訳腫は「頭役及び人繰六八一人となっており、飯場頭
Ⅱ頭役とすれば、頭役は一一割だ程度であり残りの五五人は人繰であったと思われる。それらの人繰は一人の飯場頭
に、約一一一、四人が付属して飯場頭人繰ラインを成していたと思われる。このラインを通じて飯場制度が機能したの
であるが、飯場経営については次の点が注目される。
吉田によれば「好間炭坑東山飯場では左図の如くであって、元飯場は間口十二間奥行四間の堂☆たる建物で五
一利一一ｌ「「「「｜コーコー「ｌ｜知性個艘燗霊蕊騨揃鶉
０戈肘一ぢと区域てぃ五五％の就業率の坑夫には一人当り一日六銭五厘の手数料が飯場頭に支払われる。
たとえば所属鉱夫一○○人の飯場頭は、一ヵ月に五十円の固定給をもらうとともに、平均五五％の就業
ぱ、一ヵ月一一○日の就業であるから八銭五厘×一○○人×一一○日Ⅱ八五円二○銭の手数料をもらうこと』
計の収入が一一一一五円一一○銭となる。採炭夫頭の収入水準とほぼ同じである。因承に、先山の平均月賃金、
銭の一一一倍である。
鉱夫の一ヵ月の就職率に応じて左記のような、より多く就業させた場合により多くの手当となるような格差を設け、
例えば一坑と四坑では五五％の就業率の坑夫には一人当り一日六銭五厘の手数料が飯場頭に支払われる。かくして、
たとえば所属鉱夫一○○人の飯場頭は、一ヵ月に五十円の固定給をもらうとともに、平均五五％の就業率であれ
ば、一ヵ月一一○日の就業であるから八銭五厘×一○○人×一一○日Ⅱ八五円二○銭の手数料をもらうことになる。合
計の収入が一一一一五円一一○銭となる。採炭夫頭の収入水準とほぼ同じである。因承に、先山の平均月賃金四○円六○
飯 場 目
二
□
「
噸
裡
蕊
騨
塞
納
屋
紬
量
調居る。そして配遇者を持つ坑夫（組下）は前
納
屋
納
屋
鐘図のやうな五戸建の新築総瓦葺長屋、二戸当
輝図のやぅな五戸建の新築総瓦葺長屋、一戸当
旧りり六畳乃至二畳の二間を無料にて貸与し、号
注令一下一の番一一の番一一一の番と、各順番に就業
」２
245常盤地方における飯場制度の展程開過
（幻）
が容易に山山来る様になって居る」。
好間炭砿においても、大正中期にまだ世帯持鉱夫が飯場制度の下に総括されており、飯場制度が決して単身者の
承の制度でない事が、ここでも確認される。しかしこの飯場経営においても、単身者には賭が行われているがすで
に福島炭砿において、大正七年七月から廃止された食料その他の日用品の仕送制は存在しない。「共済倉、購買組
（型）
台等」が、「其の中日用ロ叩の実費頒売」を行っている。米の頒布方法は、「定米と称して、就業者には一升二十五
（泌）
銭の割くロで提供し休業者には原価にて販売する方法」がとられ直接炭砿資本によって就業督励の手段になってい
る
。
こ
の
点
で
は
飯
場
制
度
の
機
能
が
著
し
く
後
退
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
賃金は一「倉社より直接に授与することなく、組頭、組役（頭役の誤植？）、夫頭等の手を経て支払ふのであるが、
（型）
掲一不になって張出してある」ので、飯場頭等のごまかしは難しいようだ。
坑内での飯場頭等の監督機能は、どれほどか明らかではないが、就業率に応じて手当が支払われている一」とは、
就業の督励が飯場頭等の重要な仕事であったことを示す。
以上、限られた資料によって、好間炭砿の飯場制度をゑたわけであるが、外部的には金属鉱山の飯場制度の影響
で複雑であるが内部構造においては、ほぼ福島炭砿における場合に近かったように思われる。従って、好間炭砿に
おける飯場制度の詳しい構造は、福島炭砿のそれによって伺い知ることができる。こうして、われわれは大正期の
常
磐
地
方
に
お
け
る
飯
場
制
度
の
全
体
像
に
若
干
近
づ
い
た
と
い
え
よ
う
。
（１）吉田英雄『日稼哀話」（昭和四年）。以下『哀話』と略す。本書は大正昭和の労働問題、特に労働市場の実態分析として
興味深いが、飯場制度について古河好間炭砿を分析している。しかし、行論で明らかにされるが、必ずしも好間炭砿の飯
場制度の実態を十分に明らかにしえていない。資料的に不備が目立ち、筆者自身実態をどの程度正確に把握していたのか
246 
⑮）同上、二○二頁。
Ｂ）同上、二○二頁。
、）同上、二○二頁。
（９）『鉱夫調査概要」、九四’五頁。
ｂ
、
ｂ
（、）但し、単身者の職工合宿所が飯場制度的であったか明らかではないが、飯場制度の必然性の面からゑるとそうでなかっ
たと承て大過ないだろう。
Ｂ）『哀話』、二○八頁。
（５）『哀話』、
（６）同上、一
（７）同上、一
（８）同上、一
疑問の点も少なくない。しかし、今のところこれに代る資料がえられないので、吉田の資料に基づいて好間炭砿の飯場制
度の実態の一端を分析したいと思う。
（２）ところが、間宏氏の『日本労務管理史研究』（六三四頁）では、吉田の資料を「昭和初」のものと象なしているが、根
、
、
、
拠が示されていない。おそらく「日稼哀話』が昭和四年に出版された』」とからの推断であろうがその頃の鉱夫は、六○○
人にすぎないのだから昭和初とするのは誤りである。しかも間氏のその推断に従うと、古河好間炭砿では、昭和三年に飯
場制度が全盛であったという結論（同書、六一一一一一一’四頁）になる。これは誤りでむしろ次稿でふるように飯場制度は戦後
不況下の過程で解体されていったのである。
（３）ところが、吉田は別の個所では、飯場に属している坑夫が「二千六百五十人」である（『哀話」、二○○頁）と主張し一一一
一一○人近くの数にずれが承られる。更に飯場制度の構造についての記述のところでは、車夫や雑夫が直轄夫とされている
のに、鉱夫数の内訳のところではすべて飯場制度の下に入れられているから、飯場制度の下にいる鉱夫の率はもっと減少
するかも知れぬ。
（４）拙稿「常磐地方における飯場制度の成立過程」『経済志林」四二の四
二二二、
８８８充
頁頁頁九
・・゜夏
247常磐地方における飯場制度の展開過程
付愈亀晶ａ品⑯ａＢＢ冠
､.’、.’、.ノ､ソ、-ノ、.'、.’ミーノ、.ノ、.’本稿の作成にあたって昭和四九年度法政大学特別研究助成金の交付を受けたことを記して鮪く。
同上、二○二頁。
同上、二○二頁。
『鉱夫調査概要』、
室暴話』、二○三
同上、二○一頁。
『哀話』、二○三蕾
同上、二○三頁。
同上、二○三頁。
同上、二○五頁。
記 さきに熟た組頭二人が飯場頭であったとすれば、頭役は一三人となる。
『哀話』、二○三頁。
些概要』、九四頁。
二○一頁。
